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す
み
だ
の
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
問
う

木
村
　
た
け
つ
か

民
主
新
し
い
風

本
区
の
学
校
週
5
日
制
に
伴
う

現
在
の
土
曜
補
習
教
室
等
の
事

業
と
土
曜
日
の
今
後
の
教
育
指
針
、
高

齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
「
徳
育
の

充
実
」、「
親
学
」
に
対
す
る
今
後
の
指

針
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
小
学
生
の
学

力
低
下
は
深
刻
な
事
態
を
迎
え
て
い
る

が
、
本
区
の
30
人
学
級
を
含
む
少
人
数

学
級
へ
の
考
え
方
は
い
か
が
か
。

学
校
は
今
後
、
地
域
の
拠
点
と
し
て

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と
思
う
が
、

こ
の
度
の
学
校
適
正
配
置
計
画
は
、
小

中
学
校
を
学
校
群
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
化

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
学
校

を
中
心
と
し
た
新
し
い
す
み
だ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
だ
と
考
え
る
。
各
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
小
中
学
校
の
連
携
を
強

化
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し

た
「
す
み
だ
ら
し
い
教
育
」
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
の

推
進
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
、
学
校
選
択

制
と
二
律
背
反
を
は
ら
む
可
能
性
が
あ

り
、
検
証
・
見
直
し
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が

合
議
制
の
機
関
で
あ
る
「
学
校
運
営
協

議
会
」
を
通
じ
て
、
一
定
の
権
限
を
持

っ
て
運
営
に
参
画
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
」
の
導
入
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。週

休
日
で
あ
る
土
曜
日
の
活
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
の

施
策
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
学
校
と
地

域
の
取
組
み
が
子
ど
も
の
成
長
に
寄
与

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。「
徳
育
」
に

つ
い
て
は
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
「
す
み
だ
　
や
さ
し
い
ま

ち
宣
言
」
の
趣
旨
に
沿
っ
て
運
動
を
繰

り
広
げ
て
い
く
。「
親
学
」
に
つ
い
て

は
「
両
親
大
学
」
な
ど
機
会
の
提
供
の

ほ
か
、
保
護
者
自
ら
が
子
育
て
や
親
の

あ
り
方
を
学
べ
る
機
会
を
拡
げ
て
い
く

努
力
を
す
る
。
都
の
方
針
を
受
け
、
1

学
級
40
人
を
基
準
と
し
、
テ＊

ィ
ー
ム
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
や
習
熟
度
別
指
導
等
工
夫
し

て
お
り
、
区
単
独
の
取
組
み
と
し
て
30

人
学
級
を
行
う
考
え
は
な
い
。

地
域
の
教
育
力
の
活
用
は
学
校
教
育

の
中
に
地
域
の
特
性
を
反
映
す
る
こ
と

に
な
り
「
す
み
だ
ら
し
い
教
育
」
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
化

の
推
進
と
学
校
選
択
制
は
相
互
に
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
成
果
と

影
響
に
つ
い
て
今
後
検
証
し
て
い
く
。

学
校
運
営
協
議
会
導
入
は
、
外
部
の
視

点
の
導
入
等
に
つ
な
が
る
な
ど
成
果
も

現
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
導
入
、
学
校
運
営
協
議
会
の
充
実
・

発
展
の
延
長
上
の
課
題
と
し
て
い
く
。

特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は

7
月
現
在
7
2
2
人
で
あ
り
、

増
加
の
一
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
支
え
あ
い
拠
点
と
し
て
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
が
期
待
さ
れ

問答

る
が
、
改
正
介
護
保
険
法
で
は
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
利
用
す
る
と

他
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
。

本
来
な
ら
ば
小
規
模
多
機
能
型
事
業

所
に
通
う
高
齢
者
は
地
域
の
中
で
様
々

な
世
代
と
支
え
あ
っ
て
暮
ら
す
社
会
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
急
増
す
る
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
住
ま
い
づ
く

り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

ひ
と
り
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高

齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
が
継
続
で

き
る
よ
う
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

民
間
事
業
所
の
参
入
が
進
ま
な
い
理

由
は
、
場
所
確
保
の
費
用
と
人
件
費
が

か
さ
み
採
算
が
合
わ
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
国
・

都
の
補
助
金
増
額
、
制
度
の
充
実
を
強

く
要
請
す
る
。
採
算
性
の
確
保
に
は
給

付
費
の
加
算
も
必
要
な
の
で
、
他
区
の

状
況
も
考
慮
し
区
独
自
の
対
策
も
検
討

し
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
整
備
を
進
め

た
い
。

新
タ
ワ
ー
を
中
心
と
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
に
は
回
遊
性
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
動
線
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
。
水
域
で
は
手
漕
ぎ
船
の
航
路
、

陸
域
で
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
電
気
自

動
車
等
の
導
入
を
図
る
べ
き
。
水
辺
に

関
し
て
は
隅
田
川
、
北
十
間
川
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
水
域
と
陸
域
を

結
ぶ
拠
点
と
な
る
「
川
の
駅
」
の
建
設

'
す
み
だ
の
高
齢
者
対
策
に
つ

い
て
問
う

'
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
問
う

問

問 答

を
求
め
る
。

東
武
鉄
道
の
踏
切
解
消
に
向
け
て
国

や
都
、
東
武
鉄
道
に
強
く
働
き
か
け
る

べ
き
。
ま
た
、
新
タ
ワ
ー
観
光
な
ど
政

策
メ
ニ
ュ
ー
を
本
区
が
全
国
に
発
信
し
、

寄
付
を
募
り
基
金
を
積
み
立
て
事
業
化

す
る
「
寄
付
条
例
」
を
導
入
す
べ
き
。

現
在
観
光
振
興
プ
ラ
ン
の
改
訂
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
交
通
戦
略
の

策
定
の
中
で
水
辺
ル
ー
ト
を
活
か
し
た

「
水
都
す
み
だ
」
の
再
生
、
環
境
負
荷

の
小
さ
な
移
動
手
段
の
導
入
な
ど
、
台

東
区
と
の
連
携
を
含
め
て
検
討
し
て
い

る
。「
川
の
駅
」
に
つ
い
て
も
広
域
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
中
で
課

題
と
し
た
い
。

踏
切
解
消
の
実
現
に
は
、
国
・
都
・

区
・
東
武
鉄
道
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、

関
連
機
関
に
強
く
協
力
要
請
し
て
い
く
。

「
寄
付
条
例
」
は
新
た
な
住
民
参
加
の

方
式
だ
が
、
一
般
的
な
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
協
治
の
仕
組
み
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
検
討
し
て
い
る
「
協
働
事
業
提

案
制
度
」と
の
関
連
で
検
討
課
題
と
す
る
。

答

墨
田
区
プ
ー
ル
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例：

学
校
教

育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規

定
整
備
を
す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

平
成
19
年
度
墨
田
区
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算：

国
都
等
返
還

金
な
ど
８
億
１
１
２
９
万
円
を
追
加
す

る
も
の

―
起
立
表
決
の
結
果
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て：

20
年
4
月
1

日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
を

指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の

―
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

墨
田
で
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
た
め
の
施
策
の
拡
充
に
関
す
る

請
願：

計
画
的
に
認
可
保
育
園
の
新
設

や
増
設
を
行
い
、
定
員
を
大
幅
に
増
や

す
こ
と
な
ど
を
区
に
求
め
る
も
の

―
「
ま
だ
待
機
児
が
い
る
こ
と
は
確

か
だ
が
、
保
育
園
の
新
設
、
子
育
て
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
進
ん
で
い
る
」、「
認
可
保

育
園
を
つ
く
っ
て
所
得
に
応
じ
た
保
育

料
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
、
育
て
ら
れ
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
起
立
表
決
の
結
果
、

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的

改
善
に
関
す
る
陳
情：

原
爆
症
認
定
審

査
が
、
原
爆
被
害
の
実
態
に
見
合
っ
た

制
度
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
対
し

議
案 

議
案 

議
案 

陳
情 

て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の

―
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

墨
田
区
地
域
腎
友
会
透
析
患

者
に
関
す
る
陳
情：

タ
ク
シ
ー
券
の
増

量
、
区
施
設
の
無
料
貸
出
し
な
ど
を
区

に
求
め
る
も
の

―
「
他
の
団
体
と
の

関
係
も
十
分
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
」、「
タ
ク
シ
ー
券
の
支
給
金
額
は
23

区
の
中
で
一
番
低
い
。
ぜ
ひ
と
も
増
額

を
検
討
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
起
立
表
決
の
結
果
、
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

き
ん
し
保
育
園
民
営
化
計
画

に
関
す
る
陳
情：

区
と
保
護
者
に
よ
る

協
議
会
を
設
置
し
、
保
護
者
の
理
解
・

納
得
が
得
ら
れ
る
ま
で
協
議
す
る
こ
と

な
ど
を
区
に
求
め
る
も
の

―
「
新
た

な
き
ん
し
保
育
園
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
ス
ム
ー
ズ
な
民
営
化
の
誘
導
に
つ

な
が
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
」、「
保
護

者
の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
説
明
を
き
ち
ん
と
続
け
る
べ
き
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
起
立
表
決
の

結
果
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用
料
見

直
し
に
関
す
る
陳
情：

所
得
に
応
じ
た

負
担
金
の
設
定
な
ど
、
利
用
者
の
負
担

増
を
避
け
る
よ
う
都
に
対
し
て
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の

―
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

陳
情 

陳
情 

陳
情 

【
11
月
30
日
】

原爆症認定制度の抜本的改善に関する意見書（要旨）

東京都が実施しているシルバーパス事業は、
高齢者の福祉向上に大きく寄与してきており、
その社会的意義は大きなものがあります。
このような中で、税制改正により非課税から
課税になる高齢者が増加することが想定され、
シルバーパス利用者の負担が大きくなることは、
制度の趣旨から見ても避けなければならないと
考えます。さらに、利用の拡大を図るために、
所得に応じた負担金の設定など、新たな措置を
設ける必要があります。
よって、墨田区議会は東京都に対し、シルバ
ーパス利用者の利便性の向上のために、下記事
項を実現するよう強く要望いたします。

記

１ 非課税高齢者に対する経過措置を今後も継続す
ること。
２ 新たな措置の設定などにより負担金の見直しを
行うこと。

東京都知事　あて

シルバーパスの利用料見直しに関する意見書（要旨）

福
祉
保
健
委
員
会
の
も
よ
う

福
祉
保
健
委
員
会
の
も
よ
う 

福
祉
保
健
委
員
会
の
も
よ
う 

被爆後62年たった今日も、多くの被爆者が
多重がんなどで苦しんでいるにもかかわらず、

現在「原爆症」と認定を受けている被爆者は、

「被爆者健康手帳」保持者のわずか0.9パーセ
ントに過ぎません。

このような中、国を相手に原爆症認定の却

下処分の取消しを求める訴訟が全国各地で提

起され、国側敗訴という司法判断が示された

にもかかわらず、国はいずれも控訴しています。

被爆者も高齢となり、裁判中に原告が亡く

なるなど、救済には一刻の猶予も許されない

状況です。

よって、墨田区議会は国会及び政府に対し、

原爆症認定制度を原爆被害の実態に見合った

制度に改善するよう強く要望いたします。

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣

厚生労働大臣　あて

＊ティーム
ティーチング

…１つの授業に対
して複数の教員
がティームを組
んで一緒に指導
に当たるもの

sssssssssssss

sssssssssssss
用語の解説
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今回の定例会で可決した議案

◎区長提出議案
＜決算　４件＞
・平成18年度墨田区一般会計歳入歳出
決算
・平成18年度墨田区国民健康保険特別
会計歳入歳出決算
・平成18年度墨田区老人保健医療特別
会計歳入歳出決算
・平成18年度墨田区介護保険特別会計
歳入歳出決算

＜予算　４件＞
・平成19年度墨田区一般会計補正予算
・平成19年度墨田区国民健康保険特別
会計補正予算
・平成19年度墨田区老人保健医療特別
会計補正予算
・平成19年度墨田区介護保険特別会計
補正予算

＜条例　２件＞
・墨田区立学校施設使用条例の一部を
改正する条例
・墨田区プールに関する条例の一部を
改正する条例

＜人事　１件＞
・墨田区監査委員選任の同意について

＜その他　２件＞
・すみだ産業会館の指定管理者の指定
について
・いきいきプラザの指定管理者の指定
について

◎議員提出議案（４件）
・法人住民税の税収の配分方法の見直
しに反対する決議
・原爆症認定制度の抜本的改善に関す
る意見書
・シルバーパスの利用料見直しに関す
る意見書
・後期高齢者医療制度に関する意見書

■
採
択
し
た
も
の

【
福
祉
保
健
委
員
会
付
託
】

・
原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
改
善

に
関
す
る
陳
情

・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用
料
見
直
し

に
関
す
る
陳
情

■
不
採
択
と
し
た
も
の

【
区
民
文
教
委
員
会
付
託
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
は
じ
め

高
齢
者
医
療
制
度
改
悪
の
中
止
・

撤
回
に
関
す
る
陳
情

【
福
祉
保
健
委
員
会
付
託
】

・
墨
田
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
た
め
の
施
策
の
拡
充
に
関
す
る

請
願

・
墨
田
区
地
域
腎
友
会
透
析
患
者
に

関
す
る
陳
情

・
き
ん
し
保
育
園
民
営
化
計
画
に
関

す
る
陳
情

今
定
例
会
で
は
請
願
１
件
・
陳
情
５

件
（
う
ち
１
件
は
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
も
の
）
を
所
管
の
委
員
会
で
審
査

し
、
最
終
日
の
本
会
議
で
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

次
の
定
例
会
は
2
月
に

開
か
れ
ま
す
。

墨
田
区
選
挙

管
理
委
員
を
選
出

墨
田
区
議
会
で
は
、
墨
田
区
選
挙
管

理
委
員
及
び
同
補
充
員
が
平
成
19
年
11

月
29
日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

11
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
墨
田

区
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選

挙
を
行
い
、
墨
田
区
選
挙
管
理
委
員
に

中
嶋
常
夫
氏
、
薗
田
隆
明
氏
、
小
池
武

二
氏
、
松
永
美
樹
氏
の
４
人
を
選
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
補
充
員
に
阿
部
幸

男
氏
、
坂
岸
栄
治
氏
、
北
村
研
一
郎
氏
、

西
沢
京
三
郎
氏
の
４
人
を
選
出
し
ま
し

た
。

墨
田
区
議
会
ー
各
会
派
今
年
の
抱
負
ー

現在、国においては、大都市と地方の税収格差を是

正するという理由で、地方法人２税（法人事業税、法

人住民税）の税収の配分方法の見直しなどにより、東

京をはじめとする大都市の税源を地方に配分しようと

いう検討がなされている。

こうした検討は、東京における膨大な行政需要を考

えることなく、東京が富裕であるという一方的な見方

に立って行われているものであり、きわめてバランス

を欠く不当なものである。

とりわけ、法人住民税は、平成19年度では、都区財
政調整の財源となる調整三税の約42パーセントを占め
ており、法人住民税の税収の配分方法の見直しは、特

別区の財政を直撃するものである。

よって、墨田区議会は、法人住民税の税収の配分方

法の見直しにより、東京の地方税収を地方に配分する

ことに強く反対するものである。

以上、決議する。 墨田区議会

法人住民税の税収の配分方法の見直しに反対する決議（要旨）

平成20年４月から、「後期高齢者医療制度」が導入さ
れる予定ですが、国は、「東京都後期高齢者医療広域連
合」に対する交付金を大きく減額することとしており、
その減額分については、被保険者が保険料として負担
することとなります。また、後期高齢者に対する保健
（健診）事業に対する国・都の財政支援も十分なもので
あるとは言えません。
よって、墨田区議会は国会、政府及び東京都に対し、

下記事項を実現するよう強く要望いたします。

記
１ 国や東京都が負担金を増額し、高齢者の負担を減
らすこと。国の負担部分については、調整交付金の
制度を設けずに、全額を支給すること。
２ 後期高齢者に対する保健（健診）事業に対して一
定の責任を果たすため、確実に財政支援を実施する
こと。
３ 高齢者が安心して医療を受けられるように制度の
見直しを図るとともに、医療制度についての理解を
深めるための周知に努めること。

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣
東京都知事　あて

後期高齢者医療制度に関する意見書（要旨）

声 声 
請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果 

坂

下

修

自
由
民
主
党

幹
事
長

広
田
　
充
男

公
明
党

幹
事
長

高
柳
　
東
彦

日
本
共
産
党

幹
事
長

あ
べ
き
み
こ

民
主
党

幹
事
長

議会構成等が一部変わりました
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa

12月14日付けで、「民主新しい風」が「墨田
区議会民主党」に会派名を変更し、幹事長が

田中哲議員からあべきみこ議員に変更となり

ました。また、同日付けで田中哲議員が議会

運営委員会委員を辞任し、後任に、あべきみ

こ議員が選任されました。
投票のもよう（本会議場）

区
議
会
事
務
局
か
ら 

新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。

「
区
議
会
だ
よ
り
」
は
昭
和
49
年
４

月
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
区
議
会
の
開

会
状
況
や
審
議
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
伝
え
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も

と
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
議
会
の
情
報
を
提

供
し
、
読
み
や
す
い
紙
面
構
成
に
努
め

ま
す
。

区
議
会
事
務
局
議
事
調
査
担
当

3
５
６
０
８
―
６
３
５
２

私
た
ち
墨
田
区
議
会
民
主
党
は
、

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
家
族
や
地

域
の
絆
を
再
生
す
べ
く
、
学
校
を

基
軸
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
を
図
り
、
す
み
だ
で
暮
ら
す

皆
様
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
し
、
地
域
の
支
え
あ
い
の
中
で
、

子
育
て
世
代
や
ご
高
齢
者
の
皆
様

が
住
み
な
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
タ
ワ
ー
建
設
を
契
機

と
し
た
国
際
観
光
都
市
へ
の
転
換
、

下
町
情
緒
豊
か
な
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

区
議
会
公
明
党
は
７
名
の
議
員
が
団

結
し
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

す
べ
て
の
方
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い

え
る
墨
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
年
は
新
タ
ワ
ー
の
建
設
と
関
連
事

業
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
税
金
の

無
駄
を
排
す
る
一
方
で
、
新
タ
ワ
ー
を

起
爆
剤
と
し
て
墨
田
区
の
再
生
を
図
り
、

に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に

は
、
行
政
主
導
か
ら
区
民
が
起
点
の
区

政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。し
た
が
っ

て
、区
議
会
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
区
民
の
皆
様
と
語
ら
い
、
皆
様
の
声

を
区
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

墨
田
区
で
は
今
年
、
新
タ
ワ
ー

の
完
成
を
見
据
え
た
様
々
な
取
組

み
と
と
も
に
、
総
合
体
育
館
や
中

央
図
書
館
建
設
工
事
な
ど
、
皆
様

が
待
ち
望
ん
で
い
た
施
策
に
続
々

と
着
手
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

財
源
を
確
保
し
、
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
が
必
須
の
課
題
で
す
。

私
た
ち
は
、
区
議
会
の
責
任
あ

る
第
一
会
派
と
し
て
、
皆
様
の
期

待
と
信
託
に
十
分
に
応
え
る
た
め
、

区
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
や
都

に
対
し
て
も
積
極
的
に
発
言
を
す

る
な
ど
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

本
年
が
「
人
が
輝
く
い
き
い
き

す
み
だ
」
実
現
の
確
か
な
一
歩
の

年
と
な
る
よ
う
、
皆
様
の
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
区
議
選
で
は
、
日
本
共
産

党
は
５
人
全
員
の
当
選
で
、
過
去
最

高
の
議
席
占
有
率
に
前
進
で
き
ま
し

た
。
６
月
議
会
で
は
「
区
民
税
の
値

下
げ
条
例
」
を
提
案
し
、
否
決
と
な

り
ま
し
た
が
、
区
長
は
「
負
担
軽
減

策
を
検
討
す
る
」
と
表
明
、
増
税
に

よ
る
保
育
料
値
上
げ
分
の
返
還
が
実

現
し
ま
し
た
。

い
ま
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の

あ
い
つ
ぐ
値
上
げ
、
こ
の
間
の
庶
民

大
増
税
や
社
会
保
障
の
改
悪
と
合
わ

せ
て
、
暮
ら
し
は
い
っ
そ
う
深
刻
で

す
。
今
年
は
子
年
、
十
二
支
の
は
じ

め
と
な
る
区
切
り
の
年
で
す
。
暮
ら

し
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を
め
ざ
し

て
、
さ
ら
に
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。

第
２
回
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た

平
成
19
年
第
２
回
臨
時
会
が
12
月

25
日
、
会
期
１
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

区
長
か
ら
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
ほ
か

５
議
案
が
提
出
さ
れ
、
所
管
の
常
任
委

員
会
で
審
査
の
後
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。




